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令和２年中における火災の概要 

 

 令和２年中に敦賀美方消防組合管内では２６件の火災が発生し、建物

焼損面積は、４４２．１３㎡、全損害額は４，０１４万８千円で、２人

の死者、４人の負傷者が発生した。 

 

１ 出火件数 

（１）出火件数 

   出火件数は２６件で前年と比較して１１件増加している。構成市

町別では、敦賀市１４件、美浜町８件、若狭町（三方地域）４件と

なっており、前年と比較して敦賀市は２件、美浜町は６件、若狭町

（三方地域）は３件といずれも増加している。 

（２）火災種別 

   火災種別では、建物火災が１５件（５８％）、車両火災が７件（２

７％）、その他の火災が４件（１５%）となっており、前年と比較し

て、建物火災は７件増加、車両火災は３件増加、その他の火災につ

いては１件増加している。 

（３）四季別 

   四季別にみると次のとおりである。 

   春季（３月～ ５月）   ６件（建物３、車両１、その他２） 

   夏季（６月～ ８月）    ６件（建物４、車両１、その他１） 

   秋季（９月～１１月）   ５件（建物２、車両２、その他１） 

   冬季（１２月、１月、２月）   ９件（建物６、車両３） 

（４）出火率 

   出火率（人口１万人当たりの出火件数）は３．１で、前年と比較

して１．３ポイント増加している。 

 

２ 損害額 

  火災による損害額は４，０１４万８千円で、前年に比べ２，１４８

万３千円の増加となった。 

  火災 1 件当たりの損害額は１５４万４千円（前年１２４万４千円）

となっている。 

  火災種別では、建物火災が２，３０５万１千円（同１，５５３万２

千円）で、次いで車両火災が１，７０５万９千円（同３１２万８千円）、

その他火災が３万８千円（同５千円）となっている。 

 

３ 焼損面積と焼損棟数 

  建物火災の焼損面積は、焼損床面積が４４２．１３㎡（前年１８１．

２１㎡）、焼損表面積は１６．３７㎡（同８．８２㎡）で、1 件当たり
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焼損床面積２９．４８㎡（同２２．６５㎡）、焼損表面積１．０９㎡（同

１．１０㎡）が焼損したことになる。 

  また、焼損棟数は２０棟（同８棟）で、全焼４棟（同０棟）、半焼１

棟（同２棟）、部分焼５棟（同２棟）、ぼや１０棟（同４棟）となって

いる。 

 

４ 出火原因 

  原因別出火件数は、こんろが４件で第１位となっており、次いでた

ばこが３件、裸火が３件となっている。 

 

５ 死者、負傷者 

  死者は建物火災により２人（前年０人）、負傷者は建物火災により４

人（同１人）発生している。 

 

６ 火災覚知状況 

  火災覚知状況は、火災報知専用電話（１１９番）によるものが１９

件（７３％）で、そのうち携帯電話によるものが１６件となっている。

その他は、事後聞知２件、加入電話２件、自己覚知２件、警察電話１

件となっている。 

 

 

以上、令和２年中における管内の火災概要について述べたが、前年と

比べ火災件数、焼損棟数、焼損面積及び損害額は増加している。 

火災の出火原因を見てみると、人為的な要素が関係する「こんろ」や

「たばこ」に起因する火災が依然として多い。また、電気機器、電灯・

電話等の配線による出火を合わせると４件発生しており、電気機器等の

維持管理について広報していく必要がある。さらに、建物火災により死

者２人及び負傷者４人が発生していることから、火気取扱い時の注意喚

起及び高齢者を守る住宅防火対策を強力に推し進めなければならない。 

その他、平成２３年６月に完全義務化になった住宅用火災警報器の管

内の普及率は、９割を超えているが、今後も引き続き未設置住宅に対す

る設置の徹底を図るとともに、設置済み住宅の適正な維持管理について

も継続した広報を行う等、あらゆる機会を捉え、火災減少に向け住民の

防火意識の高揚と、より一層の火災予防対策の取組みが必要である。 
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第１表 令和２年　火災の概況と前年比較

区                        分 単位
令和２年

（Ａ）
令和元年

（Ｂ）
前年比較

（Ｃ）
増減率％

(C/B)×100
出 火 件 数 件 26 15 11 73.3
　建　　　　物 件 15 8 7 87.5
　林　　　　野 件 0 0 0 0.0
　車　　　　両 件 7 4 3 75.0
　船　　　　舶 件 0 0 0 0.0
　そ　の　他 件 4 3 1 33.3
焼 損 棟 数 棟 20 8 12 150.0
　全　　　　焼 棟 4 0 4 0.0
　半　　　　焼 棟 1 2 △ 1 △ 50.0
　部　分　焼 棟 5 2 3 150.0
　ぼ　　　　や 棟 10 4 6 150.0
建 物 焼 損 床 面 積 ㎡ 442.13 181.21 260.92 144.0
建 物 焼 損 表 面 積 ㎡ 16.37 8.82 7.55 85.6
林 野 焼 損 面 積 ａ 0 0 0 0.0
死 者 人 2 0 2 0.0
負 傷 者 人 4 1 3 300.0
り 災 世 帯 数 世帯 12 6 6 100.0
　全　　　　損 世帯 5 0 5 0.0
　半　　　　損 世帯 0 1 △ 1 △ 100.0
　小　　　　損 世帯 7 5 2 40.0
り 災 人 員 人 17 18 △ 1 △ 5.6
損 害 額 千円 40,148 18,665 21,483 115.1
　建　　　　物 千円 23,051 15,532 7,519 48.4
　林　　　　野 千円 0 0 0 0.0
　車　　　　両 千円 17,059 3,128 13,931 445.4
　船　　　　舶 千円 0 0 0 0.0
　そ　の　他 千円 38 5 33 660.0
1 件 平 均 損 害 額 千円 1,544 1,244 300 24.1
1 日 平 均 損 害 額 千円 110 51 59 115.7
建物火災の1件平均損害額 千円 1,537 1,035 502 48.5
建物火災の1日平均損害額 千円 63 43 20 46.5
建物火災の1件平均焼損床面積 ㎡ 29.48 22.65 6.83 30.2
建物火災の1日平均焼損床面積 ㎡ 1.21 0.50 0.71 142.0
建物火災の1件平均焼損表面積 ㎡ 1.09 1.10 △ 0.01 △ 0.9
建物火災の1日平均焼損表面積 ㎡ 0.045 0.024 0.021 87.5
住 民 1 人 当 た り 損 害 額 円 490 226 264 116.8

出       火       率 3.1 1.8 1.3 72.2
人口（81,928人　令和2年4月1日現在)

（△は減）
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第２表

年別 第1位 (件) 第2位 (件) 第3位 (件)

たき火 2
たばこ 4

排気管 2

放火 3
煙突（ボイラー） 2

たき火 3

こんろ 2
たき火 5 たばこ 3 放火の疑い 2

不明 2

こんろ 3
たばこ 4

交通事故 3

ストーブ 2
2放火 2

たばこ 2
たき火 2

不明 4 電気配線 3

たばこ 4 たき火 3

たばこ 4
排気管 3 不明 2

たき火 4

電気機器 2
たばこ 5

電灯・電話等の配線 2

たばこ 3
こんろ 4

裸火 3

平成28年

たばこ

令和元年

平成24年

5

平成25年

平成26年

平成27年

令和2年

電灯・電話等の配線
電気機器

ブレーキライニング
バーナー
不明

2
2
2
2
2

平成29年

平成30年

炭火

排気管

2

2

平成23年

過去10年間の主な出火原因
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令和２年中における救急活動の概要 

 

 

１ 救急件数及び搬送人員の状況 

  令和２年中の救急出場件数は、３，０５１件（対前年比６００件、約１６．

４％減）、搬送人員は２，８１１人（対前年比５４１人、約１６．１％減）で

あり、搬送人員における年齢別では、高齢者が１，９２１人で全体の約６８．

３％を占めている。また、人口１万人当たりの救急出場件数は約３７２．４

件で、住民約２９人に１人が救急車によって搬送されたことになる。 

 

２ 事故種別毎の救急出場件数状況 

  救急出場件数を事故種別毎にみると、第１位が急病によるものが最も多く

１，９７３件（約６４．７％）、次いで一般負傷が４８４件（約１５．９％）、

その他（転院搬送等）が２８０件（約９．２％）となっている。なお、転院

搬送２６０件のうち、１１８件が管外転院搬送（１１７件が県内医療機関、

１件が県外医療機関）となっている。 

 

３ 傷病程度別搬送人員の状況 

  搬送人員２，８１１人のうち、傷病の程度が入院を必要としない軽症が１，

２１３人（約４３．２％）、入院を必要とする中等症が、１，１０８人（約３

９．４％）、重症が４３１人（約１５．３％）、死亡５９人（約２．１％）と

なっている。 

 

４ 急病による搬送人員の状況 

  急病による搬送人員１，８２８人のうち、その他を除く疾病分類別では、

消化器系疾患の１７５人（約９．６％）が最も多く、以下脳疾患が１６３人

（約８．９％）、心疾患等１５６人（約８．５％）、呼吸器系１５５人（約８．

５％）となっている。 

 

５ 救急隊員の行った応急処置の状況 

  搬送人員２，８１１人のうち、すべての傷病者に応急処置を行っており、

そのうち、除細動が８件、気管挿管が１０件、静脈路確保が３９件、薬剤投

与が９件、ブドウ糖投与が９件実施されている。 
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６ 高速自動車国道における救急出場の状況 

  高速自動車国道における救急出場件数は３２件、搬送人員は３３人で、件

数については前年から６件減、搬送人員は６人減となっており、事故種別の

内訳としては、交通事故１８件、急病１２件、自損行為１件、その他（誤報・

いたずら）１件である。 

 

以上が、令和２年中の敦賀美方消防組合管内における救急活動の概要である。 

令和２年は、昨年と比較して救急出場件数は６００件（約１６．４％）の大

幅減少となっているが、心肺蘇生を実施した数は前年比７件（約９．６％）増

の８０件であるほか、病院到着時に死亡と診断された割合が約０．３％、重症

と診断された割合が約４％余り、昨年からそれぞれ増加しており、傷病者の重

症化が顕著となった。 

救急出場件数の減少については、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う社会

情勢の大きな変化によるものと思慮する。今後は、新型コロナウイルスをはじ

めとする、未知のウイルス等からの感染防止対策を確立することが、極めて重

要な課題である。 

一方で、心肺蘇生を実施した件数の増加については、高齢化社会による高齢

者の増加によるものと考えられ、今後も、高齢化の進展等により救急需要は増

大する可能性が高く、救急活動時間の延伸を防ぐとともに、これに伴う救命率

の低下を防ぐための対策が必要である。 

また、令和３年６月から運航予定である、福井県ドクターヘリによる医師と

の連携も今後増えることが予想されることから、適切で高度な観察及び処置が

救急救命士に求められている。 

救急救命士法の施行から３０年近くが経過し、救急業務の質の向上のため、

救急救命処置が拡大されてきた。救急現場という病院内と異なった環境で行わ

れる救急救命処置は、安全かつ迅速性が求められ、今日においては、経験豊富

な救急救命士が指導的立場に立ち、住民からの信頼の確保に繋げるために、救

急救命士は、日々努力を重ねているところである。今後も、「安全で安心なま

ちづくり」のために、あらゆる事態への対応に備え関係機関との連携体制の充

実強化を図っていく。 
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84,809 84,195 83,489 82,617 81,928

火      災 25 12 9 12 18
自然災害 3 1 3 1
水難事故 7 13 15 18 8
交通事故 274 253 280 242 193
労働災害 31 38 35 36 38
運動競技 15 29 21 23 13
一般負傷 474 555 533 572 484
加      害 10 4 8 12 5
自損行為 25 33 17 34 39
急      病 2,312 2,148 2,386 2,331 1,973
そ の  他 440 414 366 370 280
火      災 7 5 4
自然災害 3 1 3 1
水難事故 4 7 9 7 1
交通事故 277 244 266 244 192
労働災害 30 37 35 38 38
運動競技 15 29 21 23 13
一般負傷 439 515 493 535 448
加      害 8 4 9 13 5
自損行為 13 20 13 22 21
急      病 2,187 2,018 2,245 2,143 1,828
そ の  他 400 386 334 326 261

3,651

令和元年

3,051

441.9

令和２年

△ 16.4

2,811

△ 16.1

8.3

7.7

372.4

3.0 △ 0.6

3,352

△ 2.2

10.0

9.2

2.8

8.9

9.6

平成２８年 平成２９年 平成３０年

救

急

出

場

件    数 3,616 3,500 3,673

対前年増減比 △ 3.2 4.9

搬

送

人

員

人    員 3,383 3,266 3,428

対前年増減比

9.2

9.9

439.9
出場件数

△ 3.5 5.0

一

日

平

均

出場件数 10.1

搬送人員

　　　　　　　　  年　別
 区　分

　第１表　　最近５か年救急概況の推移

事

故

種

別

出

場

件

数
事

故

種

別

搬

送

人

員

9.4

管  内  人  口

人口1万人当たりの
426.4 415.7
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1,657 1,539 1,119 1,044 482 460 358 340 3,616 3,383

1,546 1,465 1,157 1,071 465 430 332 300 3,500 3,266

1,659 1,564 1,189 1,088 487 457 338 319 3,673 3,428

1,522 1,413 1,316 1,174 448 413 365 352 3,651 3,352

1,301 1,218 1,051 931 411 392 288 270 3,051 2,811

　第２表　　最近５か年の署別救急状況　　　　

敦賀消防署
美浜消防署 三方消防署 合      計

本　署 気比分署

所属区分

出
場
件
数

令和２年

令和元年

平成２８年

平成３０年

　　　 　件数
　　 　　人員

　年

平成２９年

出
場
件
数

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員
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令和２年中における救助活動の概要 

 

 

１ 救助出場件数の概況について 

  令和２年の救助出場件数は２９件であり、令和元年の４５件から１６件減少している。

これは前年に比べ、交通事故件数、水難事故件数及びその他の事故件数の減少が、要因

にあげられる。 

 

２ 救助出場件数及び救助人員の状況 

     種別 

年別 
救助出場件数 活動件数 救助人員 

令和元年 ４５件   ２４件 ３４人 

令和２年 ２９件   １７件 １７人 

前年比  １６件減   ７件減   １７人減 

 

３ 事故種別出場件数の状況 

 

４ 構成市町別及び管轄外出場件数の状況 

出場件数を構成市町別でみると、敦賀市２２件、美浜町４件、若狭町１件であり、   

敦賀美方消防組合管轄外では、南越消防組合管轄区域に２件（交通）出場している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 

 

年別 

火災 

交通 

事故 

水難 

事故 

風水害等  

自然災害事故 

機械等に

よる事故 

建物等に

よる事故 

ガス及び 

酸欠事故 

破裂 

事故 

その他

の事故 

合計 

令和元年  ０件 ２６件 １１件 ０件 ０件 １件 ０件 ０件 ７件 ４５件 

令和２年  ２件 １６件 ６件 ０件 ０件       １件 ０件 ０件 ４件 ２９件 

前年比 ２件増 １０件減 ５件減 増減なし 増減なし 増減なし 

 

増減なし 

 

増減なし ３件減 

 

１６件減 
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　第１表　　事故種別救助活動状況の推移

年　別

　　種別

件数

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

事
故

機
械
に
よ

る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の

事
　
　
故

合
　
　
計

出場件数 26 30 4 1 5 66

活動件数 17 17 1 1 4 40

救助人員 2 19 1 1 6 29

出場件数 12 26 7 2 9 56

活動件数 5 15 4 1 5 30

救助人員 2 15 3 1 5 26

出場件数 15 34 7 1 9 66

活動件数 7 17 1 5 30

救助人員 19 1 5 25

出場件数 26 11 1 7 45

活動件数 14 7 3 24

救助人員 15 16 3 34

出場件数 2 16 6 1 4 29

活動件数 2 7 4 1 3 17

救助人員 3 8 3 1 2 17

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

令和２年
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　第２表　　地域別事故種別救助出場の状況

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

事
故

機
械
に
よ

る
事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他
の

事
　
　
故

合
　
　
計

市　街　地 1 3 1 2 7

粟　　　野 1 2 3

中　　　郷 1 1 2

東　　　郷

愛　　　発 3 3

東　　　浦 3 2 5

西　　　浦 2 2

小　　　計 2 11 4 1 4 22

 耳  地　区 1 1

西 郷 地 区 1 1

山 東 地 区 1 1 2

小　　　計 2 2 4

三方地区

西田地区 1 1

三十三地区

小　　　計 1 1

南越消防管内 2 2

若狭消防管内

湖北地域管内

高島消防管内

その他

小　　　計 2 2

2 16 6 1 4 29

　　　　　　　種別

地域別

若
　
狭
　
町

(

三
方
地
域
）

管
　
　
　
外

合　　　計

敦
　
　
賀
　
　
市

美
　
浜
　
町
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番号 発生月日 覚知時刻 事故発生場所
活動
有無

事故
種別

救助
人員

出場
車両

出場
人員

1 1/31 10時28分
敦賀市山
舞鶴若狭自動車道上り１５６．３Ｋ
Ｐ付近

有 交通 0 8 23

2 2/8 6時48分
南条郡南越前町湯尾
北陸自動車道下り６５．９ＫＰ付近 有 交通 1 7 19

3 12/31 12時00分
南越前町
北陸自動車道下り　６１．８ＫＰ付
近（南越前町　新道）

無 交通 0 6 16

　第３表　　高速自動車道救助出場状況
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